
デクラスとネサラ・ゲサラ ① ７月１４日

ディープステートのこれまでの悪行を全世界の人々に知らせる事を目的として、アメリカと世界の

主要国で放送されるデクラスは、今年の１月から何度も延期されてきました。

今では、デクラスのことを取り上げなくなったユーチューバー達が沢山います。

ユーチューブ側の検閲も厳しく、大統領選挙、デクラス、コロナワクチン、などに関する投稿は、

投稿内容の言葉や発音にかなりの工夫をしないと、削除されたり、１～２週間の投稿禁止になったり、

アカウントが永久停止されたりしてきました。

デクラスは、銀河連合、地球連合、米軍の中枢部、トランプ大統領とその側近の人達、によって行われる

もので、その詳細は明らかにされていません。

デクラス開始の指示は、銀河連合から出されるそうです。

地球連合（アースアライアンス）には、米軍の中枢部、トランプ大統領とその側近の人達も含まれている

ようですが、詳しいことは分かりません。

闇の宇宙人やディープステートの残党とのバトルが続いているので、詳しい情報は発表されません。

デクラス開始の日時が、事前に知らされることはありません。

デクラスはテレビやラジオを通じてなされるようですが、詳しいことは分かりません。

私は７月末までには始まるのではないかと思っています。

７月２３日から８月８日までの東京オリンピックの実況放送はどうなるのでしょうか。

以下に、地球連合から石川真一郎様へのメッセージの中から、デクラスやネサラ・ゲサラに関するものや

重要と思われるものを抜粋いたします。 ８ページに、驚異の治療設備メゾベッドの紹介をしています。

世界の地球連合の連絡人について
８回目 ２０２０年１２月２１日

我々は来年の出来事を事前にお伝えするために主要７か国のトランプを応援していただいている方々

にコンタクトを取りました。 我々の立場と組織の話を細かくその方々に説明していただき了解を得る

ように努力させていただきました。 残念ながら日本の石川様だけが引き受けていただき、我々の立場

と組織に関してすぐに理解していただき、石川様の見識の深さに感謝しかございません。

ただ現在は石川様のユーチューブのお話が日本にある２０か国の外国の大使館に勤務されている方々

により本国に配信していただいております。 従って当初の予定以上に拡散していただきましたので

当初の目論見が叶いました。 さらに彼（石川さん）は我々の連絡した内容を一言一句変えないように

努力しご自分でメモし我々とコンタクトをとった内容通りにお伝えしていただいています。

ありがとうございます。

我々のグループは世界の主要２５か国に連絡員が存在します。 その他１７１カ国に連絡できるスタッフ

が存在します。 もちろん、日本にも東京にもそのスタッフがいます。

最後に３通の封書に関してお知らせします。 我々が石川様にお渡しした理由は、近いうちにご連絡が

できなくなる可能性が高いためです。 また連絡を絶たなければならない時期が来たとき、その時は

予定通り遂行されるときです。

地球連合の中枢の人たちは、銀河連合の宇宙人と共に、１９９５年から、極秘に、闇の宇宙人や

ディープステートとの戦いを開始してきたそうです。



２０１７年にトランプ大統領が活動を開始してからは、ディープステートが世界の各地（日本を含む）

で隠し持っていた膨大な金や宝石を奪い返したり、反逆者や犯罪人を軍事法廷で裁いたり、

世界の主要国の重要人物の中から、新時代のデクラスやネサラ・ゲサラを担当させる人物を選別して

きたようです。

石川真一郎様は、デクラスや新時代のおおよその概要を一般の人々に広める役割で、地球連合に

選ばれたようです。 石川真一郎様も、最初に地球連合からの誘いを受けた時、地球連合からの

メッセージが本物かどうかを疑ったそうですが、日本の連絡員の方より、ある人物を紹介されて、

メッセージが本物だと確信されたそうです。 ある人物とは誰なのでしょうか。
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これまでのアースアライアンスからの石川真一郎様へのメッセージの要点

４回目 ２０２０年１２月１７日
ここで最も基本的なことをお話します。今は大統領選が気になっていると思いますが、なぜトランプが大統領に

なりアメリカや世界の仕組みを変える戦いに挑んでいるかの話をさせていただきます。

それはケネディ大統領から始まります。彼はあることを公開しようとして暗殺されました。

それから時がたち、我々は本来の米憲法の基本である自由と平等、そして民主主義の根本が揺らいでいる

ことに気づき、正式に1999年5月から21年間に及ぶ戦いに挑みました。

まず我々はケネディが公開しようとした素晴らしい物事を実現するために現在の社会を裏から操っている権力者

と対峙してその矢面にたつ最後の仕上げにトランプは手を挙げて、自ら大統領選に挑み勝利してくれました。

それにより人間の自由と愛を奪う全体主義や共産主義が今こそなりふりかわまず牙をむいています。

このことが明るみに出ること、そして地球の全ての人類が自らこの世の中は何かおかしいと気が付いたこと、

これこそが我々が目指していたところであります。

今後、９．１１や３．１１のような自然の摂理のような仕組まれた人工的な悲惨な災害はもう起きません。

全て終わりました。 闇側の本当のトップたちは既に何も動けません。あとは残っている実行部隊だけ

です。 やがて壊滅されるでしょう。

（注） ３、１１（東日本大震災）は自然災害です。 詳しくはホームページの「アメリカ大統領選挙の真実」

の７ページをご覧ください。

本日の午前2時から闇との最後の聖戦があります。48時間以内に全てが終わります。

そして地上に明るい光が照らしだし満ち溢れることを誓います。

６回目 ２０２０年１２月１９日

我々はホワイトハウス内部の人間ではございません。 しかしトランプ大統領と一緒に動いている

関係者であります。 我々の正式な活動は１９９９年５月からであります。

この時はトランプはまだ大統領ではありませんでした。

我々の関係者はペンタゴン、ＮＳＡなどを基本として、彼（トランプ大統領）の下で軍や公的機関が

動きます。 そこにはこれから行うことで大切な金融システムの構築のメンバーも集っています。

それらの中で２１年間動いてきた関係者たちが日本の皆様にお伝えしたいと決めて、石川様を通じて

お話させていただいております。

次に日本の役割はどうなるのかとの質問がございました。

来年から日本はあることの世界の中心となります。 言い方を変えれば、ある事の世界の入り口と

なるでしょう。 その準備も既にできております。 （あることとは何なんでしょうか？）



明るい地球の未来は第二期が始まろうとしていおります。

それと同時に次々と実行される準備は整いました。我々が現在設定したタイムラインはもう変化しない

と断言できます。 日本の皆様、おとぎ話と思っていただいて構いません。

ただ、これらのことが全て数か月以内に行われますことを皆様にお伝えさせていただきます。

７回目 １２月２０日

我々はトランプ大統領と共に今後の地球の返還の準備を行っているグループです。

何度もお伝えしますがホワイトハウスの中のスタッフではありません。 地球が愛、喜び、調和に満ち

真実と光の身に包まれ自分自身を愛し同様に隣人を愛する世界を造ることです。

そういった社会に一歩でも近づこうとしてケネディは暗殺されました。

その意思の下に前に進みトランプ大統領は存在しているのであります

今、大統領選がみな様の一番の関心事であると思いますが、何度もお伝えしますが、必ずトランプは

再選されます。 これは現在泥の悪魔の中の大きなワニを、これは我々が使っている言い方であり

ますが、泥の中に潜んでいる大きなワニが全部出てくるようにじっくり待っております。

彼らは正体を現し始め待ち切れず罠にかかっている状態であります。 どちらにせよ本当に近い時期

に自ら崩壊するのを目の当たりに見るでしょう。

１１回目 １２月２６日
2つ目に、組織的犯罪でとても多くの子供たちが毎年行方不明となっていました。

世界的組織による子供たちの誘拐はもう起きません。もちろん、まだ貧しい国々や危険な地域ではまだ

起きていますが、先進国の中での組織的犯罪としての子供たちの誘拐は起きなくなっています。

アメリカでは有名なエプステイン島がありますが、ＦＢＩが捜査作したところとても多くの子供たちの骨が

出てきました。悪魔崇拝の儀式で犠牲になった子供たちを思うといたたまれなくなります。

これは事実ですが、ＦＢＩはいまだ全容を公表しておりません。そこには、オバマ、クリントン、政府関係者、

今の現役のアメリカ連邦裁判所の最高裁判事など、今回、大統領選の反トランプ側の陣営に多くの人物が

そこで過ごしていた実績が証拠としてあがっております。

さらに今は販売禁止になりましたが、子どもたちから抽出したある効果のある薬を飲んでいた多くの人々は

手に入らなくなりました。全ての子供たちは既に救われております。時間はかかりましたが、終わらすことが

できましたので皆さまにご報告をさせていただきました。 （子供の救出は２０２０年には終わっていません。）

次に3つ目として、ディープステートのトップはオバマやクリントンではありません。彼らは単なる表の顔となって

動いている愚か者の一人にすぎません。 それは中国共産党の表のトップたちも同様であります。

この人たちの裏には何百年と続くヨーロッパの一族たち、さらにこれらを操っていたイタリアのある2つの一族。

そしてイギリスやフランス、スイスを舞台にむさぶるように世界をわが物にしてきた者たち。

そして第二次大戦以降に地下に潜って操作した者たち、今は彼らはもう存在しません。

今は地上に残る皆様が知っている彼らだけが最後の断末魔の中で踊っているだけであります。

１４回目 １２月２９日
ここで先日、ディープステートの内容をお話しましたが、過去の巨大な一族は数年前に一掃しましたので

お伝えいたします。

まず、イタリアの２つのファミリーの件をお話します。１つはファルネーゼ家、もう１つはオルシーニ家です。

ファルネーゼ家はトスカダ地方出身のアレッサンドロ・ファルネーゼが強行に即位したことで勢力を伸ばした

一族です。パウルス三世はパルマとピアチェンツワを教皇領から切り離し、1545年、ピエール・ルイージが

初代パルマ公（パルマ公国）となり権力を握りました。
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彼ら一族は1540年にイエズス会を創設。イエズス会のアダム・ワイスウムドはイルミナティを創設し

ロスチャイルド家に権力を与えました。

ファルネーゼ家は権力の座をその後ワシントンＤＣに移し背後で暗躍しました。

もう1つはオルシーニ家です。オルシーニ家は、ローマの有力貴族の一つでローマの覇権を争いました。

12世紀のケネスペニス3世は、そして13世紀のニコラウス三世、そして18世紀のベネディクトス13世と

ローマ教皇を出しております。

オルシーニ家はある種族と非常に強いつながりがあり、その種族の主なつなぎ役となり、その種族と

ローマカトリック教会との間の条約を作ったのは、このオルシーニ・ファミリーであります。

オリビエートの地下室にバチカンのゴールドを貯蔵していました。

オルシーニ家は2010年5月の我々の作戦で大きく力を失い、もうディープステートの権力の中枢ではなくなりました。

2019年4月よりディープステートの上層部の大量逮捕にてグアンタナモ刑務所に輸送され始めました。

2019年5月にはヨーロッパのディープステートの中枢であったある一族が長い間アメリカ国家との契約で吸い

取っていた資金をトランプ大統領は破棄させて大きな中枢との戦いは終わりました。

このディープステート中枢との戦いは昨年で終わっています。

残党である家臣、軍団であったオバマ、クリントン、ジョージ・ソロスたち、中国共産党により買収されている

上層部の国家公務員たち、民主主義国家をないがしろにして魂を売り渡して不正をよしとしている民主党と

共和党員の一部が今はトランプ大統領に牙をむいています。

１５回目 １２月３０日

「石川様、来年の大統領就任式である1月20日まであと21日となりました。

歴史的な分岐点となる日が近づいています。今年もあと2日しかありませんが、ペンシルベニア州議会が

公式にアメリカ時間の29日に大統領選挙に関して発表がありました。

大統領選挙の投票数が正式に170830票多かったことを認めました。トランプとバイデンとの票差は80555票です。

この170830票はカウントできないと言うことになり、今後、議会が動きだす可能性が出たと、それと同時に現在の

投票結果を無効にする可能性が出てきました。

これらの出来事によって不正を行った7州の議会がどれだけ動くことができるか、そしてアメリカ憲法に則り動ける

のか瀬戸際になっています。

１６回目： １２月３１日
「石川様、今年もいよいよあと1日を残す状況になりました。我々はこれから来年の様々な動きの根本になる

お話をさせていただきます。 話は大統領選を気にしている方々にはかなり離れてしまいますがとても大切なこと

ですので、これらのことをお聴きいただくだけでかまいませんのでお伝えします。

2019年4月15日の夕刻にパリのノートルダム寺院は放火されました。 それは黒貴族がイエズス会に命じて

テンプル騎士団の主要な聖地であり女神信仰の中心であったこの寺院を放火しました。

それは女神信仰復活の儀式をこの聖地で行うべき大切な儀式を彼らが邪魔したものであります。

この寺院は西暦４５７年にクイラエのイシス神殿にて完全に途絶えた女神神秘の全てがあるグループに地上で

伝授され定着した大切な寺院であり女神信仰復活の地であります。 ノートルダムはイシス寺院の跡地です。

今年の4月10日には厳かな復活の儀式が行われました。

それは女性性が新たに復活する基本的なものを創造させたために2020年12月3日に女性性の目覚めが始まった

のであります。 それこそパンドラの箱を開けたと言う言葉の意味になります。

パンドラの箱の意味は女性性の復活が真の意味です。男性性と女性性の両方がそろい長い間封印され迫害

されいた女性性が男性性と地上で並ぶことができました。

つまり男性と女性が12月3日に上下の隔たりがなくなって立つことができる地上になったのであります。

これにより、来年の1月から始まる新たな地上の改革の扉を開くことができました。
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それは次のようなタイムラインとなりました1月20日にトランプ大統領は再選されます。

それから数日以内にデクラスが行われます。 デクラシフィケーションの略であります。

機密解除とこのような意味であります。

これはトランプ大統領が最も安全な場所で発表いたします。

また、その後に今後の経済の変革やあらゆるシステムの変換が発表され実行されます。

その初めとして行われるのがデクラスであります。

我々は長い間、人類の解放のために戦っているグループであります。皆様が知っているホワイトハットやＱや

ホワイトハウスのスタッフではありません。このことは初めに伝えております。

またアメリカ軍の所属でもありません。

お伝えしたようにＮＳＡの一部のような立場ですが、そこから外れてある組織と契約の下に約束の期限に

人類の解放のためにそれらの一部の役割を担い、必要なすべてのシステムの構築をいたしました。

そしてそれらは全て整いました。ここに全てのことが実行される時期であることを皆様にお約束して今年最後の

コメントとさせていただきます。 では素晴らしい年をお迎えください。

愛と光と平和に満ちた世界への旅立ちの元年となりますことを祈り、全能の神に感謝いたします。」

１７回目 ２０２１年１月１日

また、今年こそ、ケネディ・ジュニアの現況をトランプ大統領が発表するでしょう。 近い機会に。

そしてキャロラインは喜びの笑顔を持って迎えます。

さて、今年2021年はあらゆることが刷新される元年となります。

それは司法、立法、行政全てに渡り行われます。 司法や再教育のシステムにより再度司法としての独立した

しっかりとした存在となるでしょう。

立法である議会はある発表の後の選挙により新たな人員の下、再生されるでしょう。

同様に行政もそれに伴いあるルールに則り業務を行いますので、それに沿ったものと交換されます。

そして金融システムも同様に根本から変わります。 特に国レベルで金融システムにハッキングされることは

どんな高度な技術を持っても不可能なシステムに変換済みです。これらの事柄はアメリカから始まり、

我々の国を出発点として国連の加盟国以上の国々で同様なことが行われます。

ただし、前にもお伝えしたように、独裁国家、全体主義国家、共産主義国家は含まれません。

それらの改革が実現されていく中で取り残されたこれらの国はとても速いスピードで民主主義国家として

生まれ変わります。

国連は今年加盟国が増えます。 なぜなら、台湾は国連に加盟し正式に国として認められる年となるでしょう。

次に、2020年10月１日、今だ公表されておりませんが、トランプ大統領はアメリカ連邦共和国を正式に

宣言しております。 これはとても大切な宣言でアメリア連邦共和国としてしっかりと独立し地位を築いた

と言うことであります。 昨年皆さまにお伝えしたようにあるヨーロッパの王家がアメリカ国民から搾取して

いた契約を破棄して実質として独立した宣言であります。

また、こちらも年末、みな様にお伝えした、デクラスの機密解除の発表のための放送システムは

ディープステートの闇側から破壊されることは100％ありません。

何度も放送システムを実験段階で破壊されたり邪魔されたりしましたが、今後実行されるまで破壊行為

を行える闇側の実態組織は現在存在しません。これらは全て予定通りの日程で行われます。

テレビでそれらを世界中の人々が視聴できる良き日が参ります。

インターネット関係はその時そのまま使えます。
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1月6日にアメリカ市民はアメリカと世界のために立ち上がるでしょう。

そしてワシントンＤＣに100万人以上の市民が集うことになるでしょう。

新しい未来は自分たちの手で最後はつかみとることとなります。

今年こそ、愛と平和と光がみな様の元に行き渡る年となります。」

１９回目 ２０２１年１月３日
1月20日まであと17日。今年は激動の年となることでしょう。

アメリカの司法は残念ながら腐ってしまいました。選挙における憲法違反を見逃し判決さえできない腐った

司法に成り下がっています。司法が存在する意味すら疑問視する状況です。ここには善良な判事は一人も

存在しないのでしょうか。これが今の民主義社会をリードしてきたアメリカの実態です。

エプスタイン島に訪れたことのあるロバーツ最高裁判事を代表にして腐っています。

いよいよ大統領令13818を発令するときが来ているようであります。

人権侵害に関わった者への重い処罰を下せる法令で今後これに当てはまる人物がどんどん出てくるでしょう。

次にエプスタインは司法取引をしてリン・ウッドのツイッターのように存命しています。

彼は生きていればたくさんの証言ができます。これはトランプ大統領令138181年間延長した理由の一つです。

２１回目 １月８日
「石川様、合同議会で亡くなった方にお悔やみ申し上げます。

あれは警察が議会になだれ込み、わざとトランプ大統領のために集った集団が危険なやからとさせたためです。

扇動したのはアンティファの数名です。

何日かかかりますが、トランプ大統領は再選します。それだけで他には何もありません。

ただ、我々人間は自分たちで勝ち取らなければならないことがあります。

今回も色々紆余曲折しながらですがトランプ大統領は必ず勝ちます。

なぜならその先のタイムラインは少し早まりました。

彼がいなければ何年も延びますが全くそのようなお話は出ません。

断言しますが、トランプ大統領は勝つ！追伸です。トランプ大統領が勝つまで数日かかります。

おそらく15日から18日までの間に終わります。」

誰が逮捕されるのか。

1月7日までに犯罪が確定しました。ＦＢＩ、ＣＩＡ、連邦議会議員、激戦州の関係者、エプステイン島に行った人、

ドミニオン不正に関与した人、中共関係者、オバマ、ジョージソロス、クリントン、バイデン親子、他。

1月6日に提出されたラトクリフの報告書により、中共の大統領選関与が明らかになれば、

メディアの資産凍結となります。

２３回目 １月１０日

さて、トランプ大統領がこの段階で実行できるオプションは限られております。

しかしこのようにとことん泳がせて待たなければ全てのワニをあぶりだすことはできませんでした。

先日の合同議会での暴挙はディープ・ステート側が警備側と組んでアンティファを誘導して議会になだれこませ

ましたが、こちら側はそれらの計画は全て知っていました。

その時点でこちら側はペロシらのラップトップ・パソコンをいくつか回収し重要な内容をさらに得ることに

成功しています。

【第74弾】１月１６日
今日はとても短いですが、簡単にお伝えさせていただきます。

現在、軍事作戦は予定通り開始されています。いよいよ本格的にしばらく連絡不可能となります。

このメッセージを石川様が発表するころには陸、海、空の全ての作戦準備が終了することと思われます。
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準備と同時にすでに動きだしていますのでご安心ください。

軍事作戦上、殆ど何もお伝えできませんが、数日以内に良い知らせが、みな様に届きます。

また、初めの緊急放送はある程度アメリカ国民の安全が確保されたときに間もなく開始されるでしょう。

皆様に特別に時系列に今までの出来事をまとめてみました。

今後、映画のようにまとめられた映像を観られるときが近いですし、全てのことは必ず明るみに出します。

それでは皆様ポップコーンでも持ちながら、題名は「地上の最後の光と最後の戦い」をご覧ください。

序章： 昔々全ての闇が地球上に広がった。

第一章： 地上の民のために光は闇を照らす機会をうかがった。

第二章： 1954年、アイゼンハワー大統領が光への裏切りにより暗黒時代へ。

第三章： 闇から一途の光が。1963年にそれはケネディと共に消え去った。

第四章： 光が立ちあがる機会を得た。1999年5月にある勢力との協調が始まり、

光と闇の最後の戦いが始まった。

第五章： トランプが約束通り動きだした。2017年より地上の闇を葬り去る本格的な作戦が開始される。

第六章： 2020年12月、光は地上以外の闇を全て葬り去った。

ここからは未来です。

第七省： 2021年ついに地上で光は全ての闇を葬り去る。

第八章： 人類は地上で新たな新時代へ

【第７５弾】 １月１７日

ワシントンタイムの16日午前零時以降から、日本時間1月17日日曜日本日、午後2時以降72時間

以内に緊急放送が行われる予定です。 ワシントンタイムの午前零時に始まるのではなくそれ以降

軍事作戦の最中 ですので早まるかも知りませんし遅れるかもしれませんが、18日を過ぎない予定です。

それはディクラス機密解除の発表ではありません。 この緊急放送は世界中にではなくアメリカ合衆国

全体ともしかすると世界の主要都市のメッセージも入るかもしれません。

日本は安全なのでないと思います。 このメッセージはトランプ大統領から説明します。

なお、ディクラス秘密解除は1月21日以降数日以内には世界中に緊急放送が行われます。

それは新時代の到来です。

（注） １月１７日以降、アースアライアンスから石川真一郎様への連絡が途絶えました。

【第８０弾】 １月２２日

ワシントンＤCからのメッセージが届きました。

「石川様、昨日のバイデン就任式で何も起こらなくてショックを受けている人も多いかもしれませんが、

あれは単なるショーにすぎません。 軍事作戦上、真実をお伝えできなくて申し訳ありません。
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石川真一郎様には、１月１７日に、「１月２０日のバイデン大統領就任式までにトランプ大統領から

緊急メッセージがあり、その後にデクラスが始まり軍隊が国家反逆者の大量逮捕を開始しする」 と

伝えられていたのですが、１月２０日にはバイデン大統領の就任式が在りました。

１月、１８日、１９日に何があったのでしょうか？

アライアンスはその訳を、軍事作戦上の秘密、として明らかにしませんでした。

今回は以上で終わります。

続編は近日中に 「デクラスとネサラ・ゲサラ ② 」 を作成する予定です。

②では、宇宙人由来の驚異の治療設備『メゾベッド』の特集もしたいと思っています。

メゾベッドには、

１．病気・ケガなどの診断および治療用ベッド

人体の生体スキャンを行い、あらゆる欠陥や病気を短時間で正確に診断・治療します。

心臓手術、盲腸、帝王切開など、あらゆる手術をレーザーで即座に完了します。

２．体の一部を再生するベッド

臓器移植が必要な人や、手足の欠損、また重度の火傷などを負った人に特に役立ちます。

３．若返りのベッド

細胞を若返らせ、加齢や記憶の退行療法を行い、トラウマや加齢によって鈍くなった視覚、聴覚、

味覚などの五感を癒します。

以上の３種類があるそうです。

バイデンは株式会社アメリカとして最後の大統領就任式のショーを行いました。

つまらなかったですね。 我々トランプの下に新共和国は別の場所で動いています。

ディクラス、秘密解除を実行するための全ての作戦を開始します。 楽しみにお待ちください。

ジョー・バイデンは米軍の指示を受けていません。 ただ、総合参謀本部のような黄色い羽の生えた

ケツの穴を掘った政治的臆病者の将軍たちからのソフトな指示だけです。 それは悪化することでしょう。

バイデンが就任したことでアメリカは笑いものになっています。

州と連邦レベルの腐敗した裁判官がそれをカバーしました。

バイデンが通っても全ての兵士は誰も敬礼しませんでした。 以上」

⑧
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